
 

 

令和５年度学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の進路選択
に適合する教育課
程を編成し、組織
的な授業改善に取
り組む。 
②情報活用能力、
論理的思考力や他
者と協働した問題
解決能力を身につ
けさせる授業を実
践する。 

①組織的な授業改
善に向けて校内研
修を実施し、指導
と評価の一体化を
推進する。 
②プログラミング
的思考力の育成を
継続すると共に、
協働的な学習をと
おして問題解決能
力を育成する。 

①授業改善に向けた校
内研修を実施する。 
①授業中に評価の場を
設定し、「指導と評価
の計画」を実践するこ
とができたか。 
②教科指導や探究の時
間、学級活動など、あ
らゆる場面でプログラ
ミング的思考力が育ま
れるような活動を展開
する。 

①授業改善に向けた校
内研修を実施できた
か。 
①「指導と評価の計
画」を実践し、授業中
に評価の場を設定する
ことができたか。 
②プログラミング的思
考力や他者との協働に
よる問題解決能力を育
成できたか。 

２ 
生徒指導・
支援 

①生徒一人ひとり
の個に応じた支援
体 制の 充 実 を図
る。 
②生徒の自己肯定
感及び自己有用感
を育成し、コミュ
ニケーション能力
を身につけられる
指導を実践する。 

①生徒一人ひとり
の状況を的確に把
握し、必要な支援
を行う。 
②共生社会の一員
としての社会性を
身につけると共
に、生徒の主体的
な活動をとおし
て、自己肯定感や
自己有用感を向上
させる。 

①面談等をとおして把
握した生徒情報を、担
任、学年団、教育相談
コーディネーター、養
護教諭、スクールカウ
ンセラー等と共有し、
必要に応じて外部機関
と連携しながら支援す
る。 
②部活動、生徒会活動
におけるボランティア
活動の活性化を図ると
共に、行事で生徒が主
体的に活動する場面を
増やす。 

①生徒情報を学年会や
グループ会議、生徒情
報連絡会等で共有し、
必要に応じて外部機関
と連携し、有効な生徒
支援ができたか。 
②地域との連携活動や
ボランティア活動への
参加生徒数が増加した
か。行事で生徒が主体
的に活動する場面を増
やすことができたか。 

３ 
進路指導・
支援 

より質の高い進路
目標を生徒が自ら
設定し、自主的に
準備に取り組める
よう進路指導の充
実を図る。 

・生徒が主体的に
自らの進路を選択
し、それを実現で
きるような指導・
支援を充実させ
る。 

・進路説明会の実施等
によって最新の情報を
提供すると共に、面談
等により、個々の生徒
を支援する。 
・スタディサプリの活
用を推奨し、生徒が主
体的に自らの進路選択
に向き合えるようにす
る。 

・進路説明会や生徒と
の面談を実施し、個々
の生徒に対する支援が
適切であったか。 
・進路に関する満足度
調査において、85％以
上の生徒が満足と答え
たか。 
・スタディサプリの利
用者数が増えたか。 

４ 
地域等との
協働 

地域との協働を推
進し、地域に信頼
される学校づくり
を進める。 

①本校の教育活動
を積極的に公開す
ることによって、
本校への理解を深
めてもらう。 
②地域に開かれた
学校として、地域
と連携した活動を
活性化させる。 

①学校説明会等をとお
して、本校の特徴や教
育活動を、中学生やそ
の保護者に理解しても
らう。 
①HPの内容を精査する
と共に、適宜更新す
る。 
②地域と連携した活動
を模索し、実施する。 

①アンケート調査で参
加者の 80%以上の方に
満足してもらえたか。 
①HP を適宜更新し、最
新の情報を公開するこ
とができたか。 
②地域と連携した活動
を実施することができ
たか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

すべての職員が教
育環境の変化に迅
速に対応し、前向
きに課題に取り組
む学校文化を形成
する。 

・高校教育を取り
巻く様々な課題に
協働して対処でき
る体制を構築し、
実践的に運用す
る。 

・一人１台端末やBYOD
を活用した、学級経営
や授業実践スキルを身
に付ける。 

・一人１台端末や BYOD
を活用した、学級経営
や授業実践スキルを身
に付けることができた
か。 

 


